
正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

三
七
六
ペ
ー
ジ
一
行
目
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
２
中
「平

成
２
５
年
総
務
省
告
示
第
４
０
５
号

」

を
「令

和
５
年
総
務
省
告
示
第
２
５
６
号

」
に
改
め
る
。

三
七
六
下

一
二平

成
２
５
年
総
務

省
告
示
第
４
０
５

号

令
和
５
年
総
務
省

告
示
第
２
５
６
号

三
七
八
ペ
ー
ジ
様
式
10
中
「平

成
２
５
年
総
務
省
告
示

第
４
０
５
号

」
は「令

和
５
年
総
務
省
告
示
第
２
５
６
号

」

の
誤
り
。

三
八
〇
上

四平
成
２
５
年
総
務

省
告
示
第
４
０
５

号

令
和
５
年
総
務
省

告
示
第
２
５
６
号

令和年月日 火曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
七
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
北
及
二
九
〇
番
地

東
海
技
研
株
式
会
社

代
表
取
締
役

五
十
川
利
夫

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

静
岡
県
磐
田
市
向
笠
竹
之
内
二
七
三
番
地
の
一

株
式
会
社
堀
内
土
木

代
表
取
締
役

堀
内

祐
典

資
本
金
の
額
の
減
少
・
持
分
の
払
戻
し
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
二
万
円
減
少
す
る
と
と
も
に
、

簿
価
純
資
産
額

百
二
十
九
万
五
千
百
四
十
九
円
（
剰
余

金
額
〇
円
）
を
超
え
る
三
百
九
十
八
万
八
千
八
百
円
の
持

分
の
払
戻
し
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

滋
賀
県
大
津
市
本
堅
田
一
丁
目
八
番
二
二
号

サ
ワ
合
同
会
社

代
表
社
員

佐
倉

明
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
百
九
十
七
億
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八

年
四
月
二
十
七
日
付
官
報
号
外
第
九
十
八
号
の
一
一
二
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー

お
台
場
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
十
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

五
十
四
頁
（
号
外
第
二
二
九
号
）

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

日
光
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
２
１
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
九
十
九
億
四
千
三
百

九
十
七
万
七
千
四
十
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00000612/9ci5/

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｈ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
十
四
億
七
千
三
百
三

十
万
二
千
百
三
十
三
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001050/c37g

/

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｈ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

吉
岡

淳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
百
十
六
億
四
千
九
百

三
十
六
万
二
千
八
百
八
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001123/38sv

/

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｈ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
３
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
十
四
億
千
五
百
六

十
万
八
千
百
六
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001170/3a

7v
/

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｈ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
４
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
四
月

一
日
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
に
基
づ
き
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
二
十
七

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
真
砂
本
町
三
番
六
七
号

株
式
会
社
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

月
野

寛
之

債
権
申
出
の
公
告
（
第
三
回
）

当
企
業
年
金
基
金
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
厚
生
労
働

大
臣
の
認
可
を
受
け
基
金
の
解
散
の
認
可
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
た
の
で
、
当
基
金
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
江
東
区
木
場
一
丁
目
五
番
一
号

フ
ジ
ク
ラ
企
業
年
金
基
金

清
算
人

吉
野

正
人

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
特
第
十
七
号
）
経
済

産
業
省
告
示
第
五
十
号
（
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活

用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基

づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
基
準
等
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示
）

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
五
十
億
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は

h
ttp
s://w

w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｙ
ｏ
ｙ
ｏ
ｇ
ｉ

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

訂
正
公
告

令
和
七
年
九
月
三
日
（
号
外
第
一
九
九
号
）
掲
載
の
第

四
期
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
流
動
負
債
の
金
額

「
8
3
6
,6
5
7 」

と
あ
る
は「

8
3
8
,8
2
0 」

、
利
益
剰
余
金
の
金

額「

7
,4
6
1
,2
9
4 」

と
あ
る
は「


7
,4
6
3
,4
5
7 」

、
そ
の
他

利
益
剰
余
金
の
金
額「


7
,4
6
1
,2
9
4 」

と
あ
る
は

「

7
,4
6
3
,4
5
7 」

、（
う
ち
当
期
純
損
失
）
の
金
額

「（
2
,3
9
2
,0
4
2 ）」

と
あ
る
は「（

2
,3
9
4
,2
0
5 ）」

の
誤
り
に
つ

き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
三
六
番
地
一

オ
リ
ヅ
ル
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
中

健
史




		2026-07-27T14:38:39+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



